
２ 個別事業評価調書

事業期間

総事業費 2,714 本年度事業費 2,714 交付金交付額 1,205

1 府と市町村等との連携に資する成果

2 住民の自治意識を高める成果

3 リーディング・モデル成果

4 広域的波及成果

5 行財政改革に資する成果

6 その他の成果

（記載要領)

事 業 名

事業の概要

事

業

評

価

団体名：与謝野町

クアハウス岩滝整備事業

本施設は、温泉利用型健康増進施設として多くの方に好評を博しており、全国各地で発生している類似施
設の様々な事故等に鑑み、利用者の安全対策及び環境対策を講じることにより、施設を安心・安全に維持し
運営するものである。

＜ウォータースライダー補修工事＞ クアハウス岩滝プール棟設置ウォータースライダー滑走面塗装工事

＜クアハウス岩滝安全対策工事＞ プールトップライトガラス取替え、バーデゾーン天井改修、打たせ湯窓ガ
ラス取替え、プールタイル滑り止め設置）

＜クアハウス岩滝内環境対策工事＞ 女子更衣室床面張替、バーデゾーン内箱蒸扉取替

平成20年度

事業の有効性

事業の必要性

事業の効率性

１ 事業ごとに本様式を作成すること。
２ 「具体的な成果」欄については、できる限り客観的な数値を掲げて具体的に記載すること。

利用者の安全対策及び環境対策を講じることにより、施設を安心・安全に維持し運営するものである。

本事業により、町民の健康づくりの場の提供や観光施設利用に付随する公共サービスや観光施設を介して
発生する各種民間サービスの提供を図ることができ、本施設を中心としたリピート性の高い安定した観光地
づくりを図ることができる。

具体的な成果

国・府からの遊戯施設点検実施通知に基づき点検を行い指導を受けたことから、早期の改善が必要であ
り、利用者の安全性の向上を図るものである。

利用者の安全対策及び環境対策を講じることにより、施設を安心・安全に維持し運営するものである。

本施設は本町の観光拠点の一つとして非常に重要な意味を持っているが、利用者の安全性を確保し快適
性を高めることは、今後の観光施策にとって大きな利点となる。

本施設を良好な状態で運営管理することで、更なる財政負担や、利用者への影響を抑えるものとなる。


